
2026年度７月情報交換会 

 

日時：2026年７月２２日（水）1３:３0   

場所：本部棟 ３１会議室             

 

日頃より東北公益文科大学の事業にご支援とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

今月の情報交換会について、以下の内容で発表いたします。 

貴広報媒体による当日取材や事前広報について特段のご配慮を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

 

【発表内容】 

 

１ 酒田市立酒田看護専門学校と社会福祉士養成課程の「専門職連携」合同演習授業の実施に

ついて（当日取材のお願い） 

 

 

２ 共創カフェ「一歩先を目指す高校生のための英語学習法セミナー」の開催について 

（開催告知と当日取材のお願い） 

 

 

３ 修士課程科目「共創の技法」ワークショップ発表会（事業概要の説明、当日取材のお願い） 

 

 

４ 産学連携による県内 CGCグループ 2社（ト一屋、主婦の店）プライベートブランド商品発売に 

関するご案内（事業概要の説明） 

 

 

 

次回の情報交換会は、８月２６日（水）に開催予定です。 



 

 

２０２６年７月２２日 

公立大学法人東北公益文科大学 

 

酒田市立酒田看護専門学校と社会福祉士養成課程 

「専門職連携」合同演習授業の実施について 

（当日取材のお願い） 
 

 この度、看護師と社会福祉士を目指す両校の学生が「専門職連携」の科目におい

て、合同演習授業を実施いたします。 

つきましては、当日の取材につきまして特段のご配慮を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

  

 

記 

 

○日 時  ２０２６年7月 30日（水）9：00～１6：1０ 

○会 場  酒田市立酒田看護専門学校 講堂 

○内 容  両校の学生による模擬事例を用いた合同演習 

○対象学生 酒田市立酒田看護専門学校 ３年生（２８名） 
公益大学公益学部 地域福祉コース ４年生（１６名） 

○その他  取材の際は、酒田看護専門学校にご連絡をお願いいたします。 

（電話 0234-24-2260） 

 

 

                       

 

 

 

                   

★ ポイント 

本学では地域包括ケア、地域共生社会の推進を目指し、社会福祉士養成課程に

おいて多職種連携・協働の知識と技術の習得を目指した演習等を進めており、特

に密接な関係のある看護師との連携推進を目的に、酒田市立酒田看護専門学校と

「専門職連携演習」合同授業を令和６年度より実施しており３年目となります。 

。 

 

お問い合わせ 

地域福祉コース 白畑真由美准教授 

電話 ０２３４－４１－１２７２ 

E-mail 

shirahata-mayumi@koeki-u.ac.jp 

〈昨年度の様子〉 



 

 

２０２６年７月２２日 

公立大学法人東北公益文科大学 

 

共創カフェ「一歩先を目指す高校生のための英語学習法セミナー」 

の開催について 

（開催告知と当日取材のお願い） 
 

この度、共創カフェ「一歩先を目指す高校生のための英語学習法セミナー」を開催

いたします。 

対象は、高校生を中心に中学生や大学生も参加でき、参加費は無料です。 

つきましては、貴広報媒体によるイベント情報欄掲載などによる事前の開催案内及び

当日の取材につきまして、特段のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

記 

○ 日 時：2026年 8月 8日（土） 10：00～11：30 

○ 会 場：東北公益文科大学 酒田キャンパス 中研修室１ 

○ 講 演：「一歩先を目指す高校生のための英語学習法セミナー」 

○ 講 師：一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会  

ジクリン グレイス 氏 

    東北公益文科大学 大山慎一 教授 

○ 参加費：無料 

○ 定 員：先着 50名 

○ 対 象：高校生（中学生、大学生も参加可） 

○ 締 切：8月 6日(木)  

○ 申込方法：申込フォーム（https://forms.gle/7zPs1ZHw8dE87Rd76）又は 

E-mailにて①氏名(ふりがな)②電話番号③メールアドレス 

をお知らせください。 

        ※大学ホームページから申し込みフォームにアクセスできます。 

★ ポイント 

◆大学受験はもちろん、グローバルなコミュニケーションに対応できる“一歩先 

の英語力”を身につけるための学習法を学びます。 

◆ミニ講義および演習を行います（別紙チラシのとおり）。 

お問い合わせ 

東北公益文科大学 地域共創センター 

TEL 0234-41-1115 FAX 0234-31-2082 E-mail kyoso@koeki-u.ac.jp 



東北公益文科大学 地域共創センター 山形県酒田市飯森山3-5-1

TEL：0234-41-1115 MAIL：kyoso@koeki-u.ac.jp

参加費

無料

大学受験はもちろん、グローバルなコミュニケーションに対応できる

“一歩先の英語力” を身につけるための学習法を学んでみませんか？

申込みフォーム

お申込み

8月6日(木)までに、申込みフォームまたはE-mailにてお申込みください。

URL：https://forms.gle/7zPs1ZHw8dE87Rd76

〈メールで申込みされる方〉

お問合せのアドレスまで、1.氏名（ふりがな） 2.電話番号 3.メールアドレス を

お知らせください。件名に「8/8 英語学習法申し込み」と入力してください。

お申込み、お問合せ先

東北公益文科大学 エクステンション教育機構 大山 慎一 教授

元公立高校教員。2024年4月より現職。山形県における教育、学術及び文化等の振興に関し、特に功績を

あげた者を表彰する「山形県教育功労者表彰」を2024年度に受賞（学校教育分野）。

主催：東北公益文科大学地域共創センター 後援：一般財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会（IIBC）

米国出身。大学進学を機に来日し、英語教材の出版社勤務を経て、現在はTOEIC Programを日本で実施・

運営するIIBCにて全国の学校・教育機関への普及・推進活動に従事。

2026年8月8日 10:0０～11:30土

一般財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会（IIBC） 学校営業課

ジクリン グレイス 氏

会 場

対 象

定 員

酒田市公益研修センター 中研修室１
（東北公益文科大学 酒田キャンパス内）

高校生

先着50名

内 容

ミニ講義

「一歩先の英語力を目指すキミに！

－TOEIC Bridge®で、未来へ踏み出せ－」

演習

「ARCSモデル×３段階音読×AI活用で、

骨太な英語力を身につけよう！」

高校生のための高校生のための

英語学習法セミナー英語学習法セミナー

※先取り学習をしたい中学生や英語を学び

直したい大学生にもご参加いただけます！

TOEIC Bridge®は

初・中級者向けの

英語力診断テストです

R

R



 

 

２０２６年７月２２日 

公立大学法人東北公益文科大学 

 

修士課程科目「共創の技法」ワークショップ発表会 

（当日取材のお願い） 
 

 

大学院修士課程科目「共創の技法」は、地域づくりにおける協働・共創の技法で

あるファシリテーションの理論とスキルを実践的に学ぶ科目です。 

全５日程のうち最終日は、６つのグループが企画する「地域に求められる対話の

場」（模擬ワークショップ）を受講者同士で実践し、振り返りを行います。 

つきましては、当日の取材につきまして特段のご配慮を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

★ ポイント 

・「共創の技法」は、地域共創コーディネーター養成プログラムの「ファシリテー

ション研修」として大学院生以外にも公開しています。 

 （R7年度末までの修了生 202人） 

・10 回目の開講となる令和 8 年度は定員を大幅に超える申し込みがあり、最終的

に 20 代～80 代の 29 人が受講しています。東京都をはじめ、庄内地域外から通

学する社会人受講生が複数名います。 

・「模擬ワークショップ」のテーマ等については次ページをご確認ください。 

 

記 

 

○ 日 時：２０２６年8月１日（土）9：00～16：10 
○ 会 場：東北公益文科大学 鶴岡キャンパス 大学院ホール 
○ 当日の流れ：次ページのタイムテーブルをご参照ください。 

○ 科目担当：教授 武田真理子、非常勤講師 加留部貴行 

 

お問い合わせ 

研究科長 武田真理子教授 

電話：0235-29-0555（大学院事務室） 

 

 

 

 



令和 8年度 東北公益文科大学 大学院公益学研究科修士課程 「共創の技法」 

タイムスケジュール 

 

第５講 ワークショップの実践（発表会）プログラム  

日時：2026年 8月 1日（土）9:00～16:10 

講師：加留部貴行、栗原穂子、武田真理子 

会場：大学院ホール 

時間 内容 

9:00～9:10 オープニング 

ワークショップの実践（発表） 

9:10～9:55 Cグループ 

「若者の移住・定住を促進する方法を考えるワークショップ」 

10:05～10:50 Dグループ 

「空き校舎の活用を考えるワークショップ 

11:00～11:45 Aグループ 

「中高生が学びたい生涯学習プログラムの企画を考えるワークショップ 

11:45～12:35 昼食休憩 

12:40～13:25 Bグループ 

「多様な世代、住民が交流できる場づくりを考えるためのワークショップ」 

13:35～14:20 Fグループ 

「来訪者にリピーターになってもらえる観光企画を考えるワークショップ」 

14:30～15:15 Eグループ 

「働きがい・働きやすさを感じる職場づくりを考えるワークショップ」 

15:15～15:25 休憩 

15:25～15:50 グループごとのふりかえりと講評 

（加留部、栗原、武田） 

15:50～16:00 地域共創コーディネーター養成プログラム運営委員による 

運営委員会の紹介と参加呼びかけ 

16:00～16:10 「到達目標シート」、アンケートへの記入 

※各発表終了後に 10分の入れ替えの時間を設けます。 

※発表グループ以外のグループのメンバーはワークショップの参加者としてワークショップ

を体験していただきます。 

※全員でコメントカードを記入し、お互いに気付いたことを可視化、共有いたします。 

※「共創の技法」ふりかえりワークショップを 10 月 16 日（金）19:00～20:30 に開催予

定です。同日に、地域共創コーディネーター養成プログラム修了式を行います。 



 

 

２０２６年７月２２日 

公立大学法人東北公益文科大学 

 

産学連携による県内 CGCグループ 2社（ト一屋、主婦の店） 

プライベートブランド商品発売に関するご案内 

（当日取材のお知らせ） 
 

この度、本学せんべい同好会（会長 五十嵐舞衣、顧問 広崎心）が監修した「イカ

焼きせんべい」が発売されることを報告致します。 

本プロジェクトは、酒田米菓、ト一屋と本学地域産業活性化研究所との共同研究契

約並びにプロジェクト型応用演習科目（サプライチェーンマネジメントを体感する

（担当 広崎心））の一環として実施されたもので、テイスト・ラベル・プロモーシ

ョン動画のすべてを受講学生が企画立案しました。 

製造は酒田米菓が行い、ト一屋、主婦の店の各店舗で販売されます。メディアの皆

様におかれましては大変ご多忙と存じますが、ご参加を心よりお待ち申し上げます。 

なお、プレスリリース当日は学生らが制作したプロモーション動画の一部を紹介す

る予定です。 

 

 
記 

１ 商品名   ：イカ焼きせんべい（1,000個限定）  

２ 取扱店   ：ト一屋、主婦の店各店舗 

３ 販売価格  ：本体価格 299円（税込 322円・35g）  

４ 発売予定日 ：2026年 8月上旬（プレスリリース時に開示） 

５ 問い合わせ先：プレスリリース当日に名刺交換にて対応 

 

 

★ ポイント 

1. 酒田米菓としては 2商品目、主婦の店としては初の PB商品である 

2. 酒田米菓、ト一屋、主婦の店の担当者（鮮魚担当バイヤーを含む）と受講学生

が一体となってプロジェクトを実施した 

3. 庄内らしさを視野に入れてテイストを「イカ焼き」にした 

4. インバウンドを視野に入れ、英語版プロモーション動画も制作した 

5. 本学卒業生 2名（主婦の店、酒田米菓社員）もプロジェクトに参画した 

【お問い合わせ】 

 経済・経営コース 広崎 心教授 

（地域産業活性化研究所 所長、公益大せんべい同好会顧問） 

 電 話：０２３４－４１－１２５４ ０９０－３３１２－４４５８ 

 E-mail：hirosaki@koeki-u.ac.jp 
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